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◎ 発言順位 

                                   （頁） 

１番 久保田海愛 さん、鈴木 友萌 さん（一問一答） -------------- １ 

 

２番 小澤 京子 さん（一問一答） -------------------------------- ２ 

 

３番 宮地 加奈 さん（一問一答） -------------------------------- ３ 

 

４番 金子 直美 さん（一問一答） -------------------------------- ４ 

 

５番 喜瀬川優稀 さん（一問一答） -------------------------------- ５ 

 

６番 新村 日和 さん（一問一答） -------------------------------- ６ 

 

 

 

 



 1 

１． １番  久保田 海愛 さん、鈴木 友萌 さん  (一問一答） 

 

１．島田市のデジタル改革、災害時など市民生活の利便性向上について 

市で開催した高齢者向けのスマホ講座に、指導スタッフで参加したときに、高齢者の

スマホの取り扱いに苦手意識を持っている方が多いと感じた。また、友人の祖母から同

報無線が聞き取りにくいと相談があり、放送された内容がわかるメール登録の方法を教

えてあげたが、登録や確認方法などスマホの取り扱いに苦慮していた。 

 こうした高齢者など、デジタル機器の取り扱いに慣れていない方に対する情報発信の

取り組みについて、デジタル化を推進する市の対応や考えを伺いたい。 

(1) ９月にデジタル庁が創設されるが、島田市のデジタル改革とどのような関係がある

のか。 

(2) 市からの情報発信について、災害情報はインターネットを使用すればすぐ届くが、

デジタル機器に慣れていない高齢者への情報発信はどのように行っていくのか。 

 

２．島田市の医療費の現状と今後の政策について 

私は幼いころからアレルギー症状に悩まされ、月に一度の通院を約10年間続けている。

両親や兄弟にもアレルギーがあり、病院にかかる機会が健康な人より多く感じている。

子ども医療費の制度により、一回の診察が500円で済むのはありがたいが、毎月何人も

診察してもらうため、医療費の負担を感じている。 

子どもが多い家庭は、医療費の負担がどうしても多くなってしまうが、その対策とし

て、三人目以降の子どもの医療費を無償化したり、負担額を減らしたりすることを提案

したい。 

そこで、以下について伺う。 

(1) 島田市の医療費の現状について 

私たち家族のように、通院の医療費を支援してもらっている方はたくさんいると思

う。そこで、島田市の医療費はどれくらいかかっているのか、島田市の医療費の現状

について伺いたい。 

(2) 島田市の子ども医療費の状況について 

現在、島田市には高校生まで500円で診察してもらえる制度がある。先ほど島田市

の医療費の現状について伺ったが、島田市の子ども医療費だけで見たときの状況を伺

いたい。 
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２. ２番  小澤 京子 さん （一問一答） 

１．蓬莱橋など観光地のルート化と川越街道の活用・活性化について 

川越し街道は江戸時代の川越制度に関する風情を今に伝える貴重な歴史文化資源であ

るので、ここを拠点に着物文化を発信するとともに、笑顔あふれる憩いの場にしていき

たいと思っている。 

そこで、着物を活用した地域の活性化策について伺う。 

(1) 蓬莱橋までの交通手段について 

ギネスブックにも認定されている、島田一の観光スポットは蓬莱橋だと考えている。

車での観光客や駅からの徒歩での方も多くみられるが、コミュニティバスが走ってい

ない。島田駅南口から蓬莱橋への交通手段はどのように考えているのか伺う。 

(2) 着物を着て、１日楽しめる市内観光ルートについて 

都会的なKADODE OOIGAWAも誕生し、一段と観光化が進んだように感じている。島田市

内の観光ルートはどの様に考えているのか伺う。 

(3) 川越し街道の活性化、着物との親和性の高さを活用した連携について 

川越し街道には、飲食・物販・宿泊施設など、観光に寄与する施設がないため、そう

いった施設ができるとよいと思うが、どのように考えているのか伺う。 

(4) 博物館との連携について 

しまだきものさんぽの会では、本年７月24日に“着物のにあう街島田を着物姿でいっ

ぱいにしよう！”と銘打って、川越し街道周辺でオープニングイベントを開催した。

このイベントでは島田市博物館で開催している収蔵品展「ひそやかな恋心―髪飾りが

語る淑女のあこがれ―」とコラボレーションして、市内外に発信したと自負してい

る。 

これらのことを踏まえ、着物や浴衣姿で博物館に来場した際の観覧料割引などのほ

か、博物館の協力を得てイベント等を開催することができるか伺う。 
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３． ３番  宮地 加奈 さん （一問一答） 

 

１．女性の就労支援、起業支援について 

雇用される側として働く中で、同僚や知人の女性たちから職を探すのに苦労したり、

現在の職場でも働きにくさを感じていたりといった声を多数聞いており、市としての就

労支援の必要性を感じている。 

また、自分の望む働き方や自己実現、労働環境などで同じような悩みを抱える方たち

の受け皿を目指し、将来起業を考えている。男性優位な企業社会の中で、女性が起業を

考えた際に、必要な支援は受けられるのか。 

そこで、以下について質問する。 

(1) 市では、女性の就労支援及び勤労者支援にどのように取り組んでいるか。 

(2) 市では、起業支援にどのように取り組んでいるか。また、女性に特化した取り組

みは行っているか。 
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４． ４番  金子 直美 さん （一問一答） 

 

１．伊久身の自然を生かした伊久美小学校施設の跡地利活用について、統合により大規模

小学校に通うことになる児童の支援体制について 

小規模特認校制度を利用して伊久美小学校に通っている児童の親として、我が子には、

豊かな自然環境に恵まれた中、さらに少人数で学習することにより、自立心や自由な発

想力が養われることを期待していた。 

いざ、通い始めると、思っていた以上に伊久美小学校は子供の成長にとって理想的な

環境だった。娘は大好きで安心できる先生方に囲まれて、また学年に関係なく全校で１

クラスのような仲間と送る学校生活を心から楽しんでいる。クラスでは、「友達同士の

喧嘩はみんなで解決しよう」と、個々の問題もクラス全体の問題として解決に臨んでい

る。こういった環境こそ、全国的に問題になっている「いじめ」や「不登校」の芽を早

期に摘むことができると実感している。 

また、地域の方々においては、他の学校にないほど学校活動に参加してくださり、

「伊久身の子供たちに、どのように育ってほしいのか」という、学校と保護者の話し合

いにも、いつも参加し、運動会も学校と地域が一緒になって行っている。保護者として

地域の方々へ大変感謝している。 

しかし、島田第一小学校と統合することが決まり、同じように小規模特認校制度を利

用している児童や保護者の間で不安が広がっている。子供の教育環境の変化はもちろん、

子供たちを支えてくださっている地域への影響についても、私たちはとても心配してい

る。 

これらを踏まえて、以下質問する。 

 

(1) 伊久美小学校の統廃合後、伊久身地区の振興については、どのような対応を考えて

いるか。 

(2) 伊久美小学校の統廃合後、小規模特認校制度が大津小学校又は川根小学校へ移行す

ると聞いているが、島田市の考えでは、小規模特認校制度はどのような制度になって

いくのか。 

(3) 北部地域の小規模校から統合後の大規模小学校に通学先が変更するにあたり、児童

に対するサポート体制は交流活動以外に、どのようなことを考えているか。 
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５． ５番  喜瀬川 優稀 さん （一問一答） 

 

１．歴史資源の整備ビジョンと島田市文化芸術推進計画と計画に基づいた活用について 

歴史資源の利活用事業に興味があるが、史跡整備ビジョンと活用ビジョンが見えない

と関わり方が分からない。島田市文化芸術推進計画に基づいてどのような取り組みが行

われているのか聞く。 

(1) 島田市文化芸術推進計画を拝見したが、これがどんな計画なのか知らない方が多

いと思う。この計画を広く知ってもらうために、島田市文化芸術推進計画とはどのよ

うな計画なのか伺う。 

(2) 大井川川越遺跡と諏訪原城の歴史資源の整備事業について、どのようなビジョン

を持って史跡の整備を行っているのか。 
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６． ６番  新村 日和 さん （一問一答） 

 

１．島田市の魅力ある公園づくりについて 

島田工業高校都市工学科で土木工学を学んでおり、公園について興味を持っている。公

園は、みどり豊かで開放的な環境の下で、散策・遊び・休息・スポーツなど、健康的な生

活に欠かせない活動を楽しめる、貴重な緑のオープンスペースである。コロナ禍により、

公園利用者も増えてきたと思っている。 

島田市には令和２年６月にオープンした「島田ゆめ・みらいパーク」という、県内でも

最大級の遊具がある魅力的な公園がある。 

私は「島田ゆめ・みらいパーク」から着想を得て、島田市の人口流出をくい止めると共

に、「島田市に行ってみたい」、「島田市に住んでみたい」と思うような、特色ある施策

ができればと考えている。 

その施策の一つとして、多くの人が楽しめるような魅力ある公園を増やしていくことは

大きな特色になると思い、公園整備について提案したいと考え、以下、質問する。 

 

(1) 島田市には、障害のあるなしにかかわらず、誰もが遊べる遊具を備えた公園はある

か。また、近年では、バリアフリーやユニバーサルデザインの考え方に基づき、2020年

に東京都で日本初のインクルーシブ公園が開園したと聞いている。インクルーシブ公園

とは、「あらゆる子ども達が一緒に遊べる広場」として、障害のある方もない方も、一

緒に遊べる遊具等を備えた公園である。島田市でも今後、インクルーシブ公園を新たに

整備する計画はあるか。 

 

(2) 島田市には、ドックランがある施設はあるが、犬以外のペットを自由に遊ばせるこ

とができるペット専用の公園や、公園内にペット同伴で利用できるカフェがある公園を

整備する計画はあるか。 


